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超画力賞課題シナリオ『ライバル』 

七月鏡一 

〇高校野球地区大会 

ワアーッ！ 歓声わく球場。マウンドで天を仰ぐ投手ノブヒロ。 

実況〔ついに9回裏。２アウト。ランナー無し。点差は２点。投手のノブヒロ 

君、祈るように天を仰ぐ！〕 

 相手側のベンチから出てくる、小柄で細身の選手ヨシナカ。 

     実況〔ここで代打に一年のヨシナカ君！〕 

        投手ノブヒロはバッターボックスを睨み、 

   ノブヒロ（またこいつだ！ 中学の時から何度も俺の邪魔をして！ すっかり俺の 

頭に棲みついた！） 

        一球入魂！ 力一杯、ボールを投げる！ 

   ノブヒロ（こいつに勝たないと俺は先に進めないんだ！） 

        カァン！ バット一閃！ 打球は一塁方向へ！ 

     実況〔打ったぁ！〕 

打球に一塁手が飛びつくもギリギリで取れず、そのまま派手に転倒。 

実況〔ファースト捕れない！ ああっとそのまま転倒！〕 

        ワンバウンドした球をライトが捕球。ノブヒロは一塁のカバーに走る。 

     実況〔ライトが捕球！ ノブヒロ君がカバーに入る！〕 

        グラブを伸ばすノブヒロ。手首に組み紐のブレスレットが見える。 

ノブヒロ（俺には！ 負けられない理由があるんだ！） 

 

     回想。小学校の校庭。12歳のノブヒロに少女が泣きながら、自分の手首 

にあるのと同じ組み紐のフレンドシップ・ブレスレットを差し出す。 

   ノブヒロ（すげえピッチャーになる！ 転校してったあの子との約束を果たす！） 

 

     バシッ！ グラブに納まる球。 

  塁審「セーフ！！」 

     ノブヒロは振り向いて愕然。ヨシナカが既に滑り込んでいた。 

ノブヒロ「くっ…！」 

     悔しそうに睨みつけるノブヒロに、ヨシナカは微笑む。 

   ヨシナカ（ほら、またキミはそんな悔しそうにボクを睨みつける… おかげですっ 

かりボクの胸にはキミが棲みついた） 

ヨシナカ（いつ正体を明かそうかと思ってたけど、まだいいよね？ ホントは女子 

は出られないってルールもあるけど…） 

        マウンドに戻るノブヒロの背中を見つめて嬉しそうに微笑むヨシナカ。 

その手首には同じ組み紐のブレスレットがチラリと。 

ヨシナカ（キミの悔しがる顔をもっと見たいから…） 


